
■原子力施設において異常な事態が発生した場合に備えた学校の対応                         

Point

□ ＰＡＺ、ＵＰＺで避難のタイミング及び避難単位が異なるため、学校の所在地及び

児童生徒の居住地に合わせた対応を検討しておくこと。

□ 自家用車避難を原則とすることから、保護者と児童生徒が可能な限り一緒に行動で

きるよう、下校又は引渡しの時期を判断すること。

□ 避難が広域、長期に及ぶこともあるため、教職員及び児童生徒の緊急連絡先を持ち

出せるようにしておくこと。

□ 引渡し等の決定を伝達する方法は、大規模災害も想定し、複数確保しておくこと

（一斉メール／ＨＰ／災害伝言ダイヤル等）。

（１）ＰＡＺ又はＵＰＺ圏内から通学している児童生徒への対応

事前の準備
□ 原子力発電所のある地域から通学している児童生徒がいる場合は名簿を作成し、

原子力災害発生時の対応について、保護者と共通理解を図る。

原子力施設にお

いて異常な事態

が発生した場合

□ 災害発生状況を把握し、当該児童生徒に正確な情報を伝える。

□ 原子力災害の場合、自家用車避難を原則とすることから、保護者と児童生徒が可

能な限り一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断する。

□ 下校又は保護者への引渡しができない場合は、学校で待機させ、教職員とともに

行動する。

（２）ＰＡＺ内の学校における対応

ＰＡＺ内の学校は、全面緊急事態まで進展した場合、自治体の指示に従い、児童生徒を引率して避難す

ることになるため、可能な限りそれ以前の段階で下校又は引渡しがなされるよう努めること。

警戒事態
施設敷地緊急事態

（避難準備）

全面緊急事態

（避難）

学校がただちに

取るべき対応

□ ただちに教育活動を中

止

□ 学校の対応を保護者に

連絡

□ 下校又は引渡し

□ 上記の対応を教育委員

会に連絡

□ ただちに教育活動を中

止

□ 学校の対応を保護者に

連絡

□ 下校又は引渡し

□ 上記の対応を教育委員

会に連絡

□ ただちに教育活動を中

止

□ 学校の対応を保護者に

連絡

□ 自治体からの避難指示

に備え、原則引渡しは

一旦中断

□ 上記の対応を教育委員

会に連絡

下校又は引渡し

ができない児童

生徒への対応

□ 学校等に留置き

□ 一時集合場所への避難

準備を開始

□ 学校等に留置き

□ 一時集合場所への避難

準備を開始

□ 学校等の屋内に退避

□ 自治体から避難の指示

が出た時点で一時集合

場所への移動を開始



【参考】下校・引渡しのルール（まとめ） 上段：警戒事態 中段：施設敷地緊急事態 下段：全面緊急事態

児童生徒の居住地

ＰＡＺ内 ＵＰＺ内 ＵＰＺ外

学
校 ＰＡＺ内

【下校または引渡し】

【引渡し】 【下校または引渡し】

自治体からの避難指示に備え、原則【引渡し】は一旦中断（※）

※）自治体から避難指示が出るまでは可能な限り【引渡し】を継続

■浜岡地域原子力災害広域避難計画                         

避難元市町ごとの避難先（県内の避難先及び協議をしている都県、市区町村）

PAZ UPZ
避難先１

原子力災害が単独で発生した場合等

避難先２

大規模地震との複合災害等で、

避難先１に避難できない場合

御前崎市 ○ 静岡県内（浜松市） 長野県（松本地域、北アルプス地

域、長野地域、北信地域）※

牧之原市 △ 山梨県（甲斐市、中央市、南アルプス

市、昭和町、市川三郷町）

長野県（佐久地域、上田地域）※

△ 山梨県（甲府市、笛吹市、甲州市、山

梨市、北杜市、富士吉田市、都留市、

大月市、上野原市、韮崎市、富士河口

湖町、富士川町、身延町、南部町）

群馬県（高崎市、沼田市、渋川市、

藤岡市、富岡市、安中市、榛東村、

吉岡町、下仁田町、甘楽町、玉村

町）

島田市 △ 静岡県内（静岡市、川根本町、富士

市、沼津市、長泉町、清水町、函南

町、伊豆の国市、伊豆市、下田市、東

伊豆町、河津町、松崎町、西伊豆町、

南伊豆町）

東京都（特別区、市町村（島しょ部

を除く））

吉田町 ○ 静岡県内（静岡市、富士宮市） 群馬県（前橋市、伊勢崎市、太田

市、桐生市、みどり市）

○：市町全域がＰＡＺ又はＵＰＺ対象範囲 △：市内の一部がＰＡＺ又はＵＰＺ対象範囲






